
令和７年度内閣府男女共同参画局委託事業

女性議員ネットワークに関する調査研究
（概要版）
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調査目的・調査方法

調査の背景となった文書

調査名 調査対象 実施時期 回答数 回答率

① 地方議会の女性議員に
対するアンケート調査

全国の地方議会に所属する
全ての女性議員 令和７年８月〜９月 1,797件 [32.0％]※１

② 女性議員ネットワークに
対するアンケート調査

①で連絡先を把握した※２

女性議員ネットワーク
（249団体）

令和７年10月〜12月 75件
（集計対象※３：49件）

30.1％
（19.7％）

③ ヒアリング調査 ②に回答した一部の女性議
員ネットワーク（６団体） 令和８年２月 － －

※１ 令和６年12月31日時点での地方議会の女性議員の総数5,609名（総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等（令和6年12月31日現在）」）を
分母とした暫定値。

※２ 政党・会派、政党内組織と思われる団体は送付対象から除外した。
※３ 活動実態に照らして「女性議員ネットワーク」と認識すべき団体をより正確に把握するため、回答内容から「女性議員が活動の主要な対象であり、かつ情報交換・交流会、

悩みの相談及び勉強会・研修等が活動の主な内容である団体」と判断できる団体を集計対象とした。
具体的には、アンケート中、団体の主要な活動１つを尋ねる設問において、「特定の政策を実現するための提言・請願に関する活動」、「女性の政治参画を促進するための
講演会等の啓発活動」、「女性候補者の発掘・育成」、「有権者との意見交換・交流会」のいずれかを選択した団体と、団体の活動における参加対象者に関する設問において、
「参加対象を性別で限定しておらず、かつ女性を主要な対象として想定しているものではない」を選択した団体は、集計対象から除外した。

• 内閣府が実施した「令和６年度 女性の政治参画への障壁等に関する調査研究」において、女性の政
治参画の推進に向けた課題の1つとして「相談しやすい環境の不足」が挙げられ、必要な取組として
「女性議員ネットワーク形成や活動支援」が指摘されている。

• また、女性活躍・男女共同参画の重点方針2025（女性版骨太の方針2025）（令和７年６月10日すべて
の女性が輝く社会づくり本部・男女共同参画推進本部決定）において、関係機関の連携・協力も得な
がら、女性議員等のネットワークに関する調査を実施し、その結果について、政党や地方六団体、地
方公共団体等へ情報提供を行い、横展開を図ることとされている。

• 本調査は、上記を踏まえ、女性議員ネットワークの結成状況及びその活動の詳細等について、２段階
のアンケート調査及びヒアリング調査（下表参照）を通じて、その実態把握を行うもの。
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調査① 地方議会の女性議員に対するアンケート結果

※調査①では、「女性議員ネットワーク」を以下の３つの要件を満たすものと定義して実施した。
（１）現職の女性議員３名以上を含む人員で構成されている
（２）現職の女性議員の議員活動に資する情報交換、交流会、悩みの相談及び勉強会・研修等を実施している 
（３）年１回以上、（３）の活動を実施している

• 全国の地方議会に所属する女性議員から、計1,797件の回答があった。このうち、560件（31.2%）が
女性議員ネットワークに加入していると回答した。

• 所属議会別では、都道府県議会、政令指定都市議会議員の加入率は５割以上を占めた一方、市議会、
特別区議会、町村議会議員の加入率は３割程度であった（図１）。

• 政党又は会派への所属状況別では、政党又は会派に所属している議員・所属していない議員ともに加
入率は３割程度であった（図２）。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 %

47.1% (48)52.9% (54)都道府県 n=102

45.8% (33)54.2% (39)政令指定都市 n=72
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女性議員ネットワークに
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女性議員ネットワークに
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図１ 所属議会別の加入状況
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図２ 政党又は会派への所属状況別の加入状況
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調査② 女性議員ネットワークに対するアンケート結果（１）
（メンバー構成・活動開始時期）
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図５ 活動を開始した年

• 集計対象となった49団体のうち、６割超の団体が、40人未満の人数規模の団体であった。
• 人数規模の回答があった48団体（１団体は人数規模未回答）のうち、４割近くの団体が現職の女性議
員のみで構成されていた。

• ９割近くの団体は、複数の議会の議員が加入していた（図３）。
• ９割以上の団体は、特定の政党・会派に関係なく議員が加入していた（図４）。
• 2021〜2025年に活動を開始した団体が4割近くを占めた一方、2000年より前から活動を継続している
団体も約２割あった（図５）。
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図３ 所属議会の状況
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単一議会の議員が加入
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図４ 政党・会派の構成

N=49

93.9% (46)

6.1% (3)特定の政党・会派に関係なく議員が加入
特定の政党・会派に所属する議員のみ加入

2000年より前
22.4%(11) ※2001年から2010年に活動を開始したと回答した団体はなかった。
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調査② 女性議員ネットワークに対するアンケート結果（２）
（活動目的・活動内容）
• 活動の目的については「女性議員同士の交流・情報交換」「議員としての能力向上・環境整備」
「女性の政治参画の拡大」の３カテゴリのいずれか又はその複数に該当する回答が多く見られた。

• 活動内容としては、議員中心での交流会や研修・勉強会、悩み相談をしている団体が特に多く見られ
た（図６）。

N=49 複数回答
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図６ 活動内容
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調査② 女性議員ネットワークに対するアンケート結果（３）
（好影響・課題）
• 活動による好影響については、「情報共有・連携の強化」、「議員としての能力向上」、「精神的支
柱・孤立解消」等の回答が見られた（表１）。

• 活動における課題については、「運営体制・事務負担」、「地理的制約」、「予算的制約」等の回答
が見られた（表２）。

表１ 活動による好影響（回答例）
情報共有・
連携の強化

• 情報交換や相談ができるようになり
議員活動が広がった。

議員として
の能力向上

• 様々な問題提起に関する様々な視点
での考え方などが共有でき学びの場
となっている。

• 各議会の活動の違いや政策提言の仕
方、議員活動の悩みを共有すること
で、スキルアップやリフレッシュに
つながっている。

精神的支柱
・孤立解消

• 「一人ではない」という実感を持て
たことで、議員活動を継続する力に
つながっていると感じている。

政策提言の
実施

• 女性議員からの政策提言ができ、住
民からの評価も高くなった。

女性議員の
増加・地位
向上

• 会の活動から複数の女性議員が誕生
している。

• 二期目の挑戦にもしっかり繋がって
いる。

運営体制・
事務負担

• 多くのメンバーに参加をしてほしいが、
総会、研修等の日程の調整が難しい。

• ネットワーク運営について負担が偏っ
ている。

地理的制約
• 講座形式を主としているので会場の確
保に苦心している。

• 距離的な制約から集合しての活動機会
を十分に設けることが難しい。

予算的制約
• 勉強会をする際の、講師人材の確保。
（参加者から会費を徴収していないた
め、ボランティアを頼める方にしかお
願いできない。）

意識・
ニーズの
ずれ

• 学びたい意欲に温度差がある。

人材不足・
高齢化

• 役員、事務局の次世代への引継ぎ（が
課題）。

表２ 活動における課題（回答例）
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調査③ 女性議員ネットワークに対するヒアリング結果（１）
団体Ａ 団体Ｂ

活動地域 人数規模 設立年代
全国 大規模（40名以上） 2010年代

団体概要 • 全国の都道府県議会の女性議員が、政
党・会派にかかわらず参加。

設立経緯

• 当団体の設立前は、女性ならではの共通
する悩みや問題意識に対応できるような
団体がなかった。

• 問題意識を共有する議員同士で、女性議
員のみを対象とする団体を立ち上げた。

活動内容
• 年１～２回多様なテーマで研修会を実施。

• 普段は、ＳＮＳを利用して参加者同士の
情報発信・情報交換を実施。

運営上の工
夫と課題

• 新しく当選した女性議員を把握するため
に、各議会のＨＰを一つ一つ確認して、
研修会の案内を送付。

• 「社会課題を学ぶ場」と位置づけ、提言
をまとめるような活動は行わない。

活動意義等

• 地元の事情に縛られず、比較的フラット
に意見交換できる。

• 過去の参加者から国会議員や首長が誕生
するなど、ロールモデルを身近に見られ
る場となっている。

活動地域 人数規模 設立年代
Ｖ県内 大規模（40名以上） 1990年代

団体概要 • Ｖ県の県議会・市町村議会に所属する女
性議員が、政党・会派にかかわらず参加。

設立経緯

• 設立当時、女性議員の数は現在よりも少
なく、各々孤立感を抱えていた。

• 県内のある市議会議長となった女性議員
が呼びかけて発足。

活動内容

• 年１～２回ほど、講演会や行政視察の形
で研修会を実施。研修の合間の時間での
情報交換も参加者にとっては貴重なもの。

• 参加者同士が気軽に連絡できる関係性を
築いており、当団体の活動とは無関係に
個別に連絡を取ることもある。

運営上の工
夫と課題

• 世話人は県内各地から18名で構成。一人
が強く仕切るのではなく、緩やかに議員
同士が繋がる運営を意識している。

• 参加者が多く、日程調整が難しいことが
運営上の課題。

活動意義等

• 特に女性議員が少ない議会に所属する議
員にとっては大きな支えになっている。

• 参加者からハラスメントの相談を受け、
議会事務局に繋げて対応した事例もある。
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団体概要 • Ｗ県の県議会・市町村議会の女性議員が、
政党・会派にかかわらず参加。

設立経緯

• 28年ぶりに誕生した女性県議が県内各市
町村の女性議員に呼びかけてフォーラム
を開催するようになったのが源流。

• 休止期間を経て、県議会の副議長に女性
が就任したことを機に、フォーラムを再
開し、ネットワークとして組織化。

活動内容

• 講師を招いた研修や議員同士の交流など
を行うフォーラムを定期的に開催。

• 政策提言や県男女共同参画センターと協
働した女性議員候補者育成にも取り組む。

運営上の工
夫と課題

• フォーラムの開催案内は、各議会事務局
を通じ県内全ての女性議員に対して周知。

• 事務負担の増大を懸念し、県議会の中で
正式な位置づけのない緩やかな形で運営。

活動意義等

• 超党派での女性議員の繋がりは、それぞ
れの議員が活動する上で、安心感や心強
さをもたらしている。

• 男性議員も活動を肯定的に受け止めてい
る。

団体概要 • Ｘ県の県議会・市町村議会の女性議員が、
政党・会派にかかわらず参加。

設立経緯

• 元々はＸ県内の一部地域の女性議員で勉
強会を行っていた。

• 次第に参加者が増え、参加者の所属地域
も県内全域に拡大したために、ネット
ワークとして組織化。

活動内容

• ①女性立候補者発掘のための政治塾、②
研修会や行政視察、③議会における環境
整備等に関する調査研究が活動の柱。

• 月に１回、参加者全員が集まるオンライ
ン会議を実施。

運営上の工
夫と課題

• 活動①②③でチームを分けて運営。

• 研修ニーズの多様化や、事務局業務の業
務分担や引継ぎ体制の構築が課題。

活動意義等

• 「困りごとを解消するための受け皿」が
会の趣旨であり、相談の場、悩みを共有
できる支えの場として機能している。

• 議員活動中に出産を経験したメンバーも
所属しており、そういったロールモデル
の存在がほかの議員に希望を与えている。

調査③ 女性議員ネットワークに対するヒアリング結果（２）
団体Ｃ 団体Ｄ

活動地域 人数規模 設立年代
Ｗ県内 大規模（40名以上） 1990年代

活動地域 人数規模 設立年代
Ｘ県内 中規模（20名-39名） 2020年代
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団体概要 • Ｙ県内の町村議会に所属する女性議員全
員が、政党・会派にかかわらず参加。

設立経緯

• 設立当時のＹ県の町村議会議長会会長が、
女性議員のスキルアップや活動の環境整
備のため、当団体の設立を提案。

• 現在は議長会の支援なく、女性議員間で
自主的に運営。

活動内容

• 現在は年２回程度、県内町村の持ち回り
で参加者同士が集まる勉強会を実施。意
見交換の時間は、各町村の優れた取組を
持ち寄って共有する場にもなっている。

• 参加者ほぼ全員が入っているＳＮＳグ
ループで質問や相談が行われている。

運営上の工
夫と課題

• 新人女性議員に対しては、近隣町村の議
員や団体会長が直接連絡を取るなど個人
的なつながりでアプローチしている。

活動意義等

• 女性議員同士の横のつながりを構築して
情報収集する場、悩みを共有できる場と
して機能している。

• 特に政党に所属していない議員にとって
は、貴重な学習機会になっている。

団体概要
• Ｚ県内の隣接した複数市の市議会に所属
する女性議員全員が、政党・会派にかか
わらず参加。

設立経緯
• 自治体主催のイベントで顔を合わせたこ
とをきっかけに、女性議員同士で定期的
に集まるようになった。

活動内容

• ２か月に１回程度、気軽な気持ちで悩み
相談や情報交換を行うランチ会を実施。

• 悩み相談にとどまらず、男女共同参画に
関することなど各市に共通の政策課題に
ついての連携や、議員の政策提言能力向
上につながるやりとりも行われている。

運営上の工
夫と課題

• 参加人数増加などにより、会場の確保や
日程調整に課題感がある。

• 周囲から新しい政治勢力と見られる懸念
や、特定の政治勢力と結びつく懸念から、
あえて対外発信を積極的に行っていない。

活動意義等
• 議会内の発言の仕方や立ち回り、根回し
の方法など、言語化されにくいノウハウ
が期数の長い議員から共有され、参加者
の議員活動に役立っている。

調査③ 女性議員ネットワークに対するヒアリング結果（３）
団体Ｅ 団体Ｆ

活動地域 人数規模 設立年代
Ｙ県内 中規模（20名-39名） 2010年代

活動地域 人数規模 設立年代
Ｚ県内の一部エリア 小規模（20名未満） 2020年代
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まとめ

• 複数の議会からの参加
所属する女性議員の数が少ない議会も多数あるところ、複数の議会から女性議員が集まる
こと自体が、限られた交流の機会として活動に参加するインセンティブとなる。

• 党派の枠組みを超えた取組であることの担保
党派色が出ないよう意識的に配慮することで、政党・会派への所属有無にかかわらず、幅
広い女性議員が安心して活動に参加できるようになる。

• 参加負荷の低減
活動や運営をあえて緩やかなものにし、参加する議員の負荷を抑えることで、多忙な議員
が継続的に参加しやすくなる。

• 女性議員ネットワークの活動が、参加している女性議員に対し、単なる情報収集の場のみならず
悩み・ノウハウの共有、女性議員同士の関係構築、ロールモデルとの交流等を通して、
議員としての能力向上や、議員活動のモチベーションとなる精神的支柱などの役割を果たしている。

• 運営に当たり、様々な環境に置かれている女性議員が安心してかつ継続的に参加できるよう、
配慮・工夫を行っている。

○ 課題
• 相対的に人数規模の小さい議会の女性議員において、女性議員ネットワークへの加入率が低い傾向
• 活動期間５年以下の団体が約４割、15年～25年の団体が０、25年以上の団体が約２割と偏りが存在
• 運営体制や事務の負担、議会事務局等との連携上の課題

○ 女性議員ネットワーク※の特徴

配慮・工夫の例

※本調査においては、政党・会派、政党内組織と思われる団体は、女性議員ネットワークに対するアンケート調査の送付対象から除外した。
また、活動実態に照らして「女性議員ネットワーク」と認識すべき団体をより正確に把握するため、回答内容から「女性議員が活動の主要な対象であり、かつ情報交換・交流会、
悩みの相談及び勉強会・研修等が活動の主な内容である団体」と判断できる団体を同アンケート調査の集計対象とした。

更なる調査や多角的な分析を通じて、実態把握を進めていく必要性
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